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海洋プラスチックごみ対策
生分解性・植物由来・ナノテク素材 !
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知ってほしい、地球の今

～ 海洋プラスチックごみ問題 ～



引用：United Nations Environment Programme
「Single-use plastics: A roadmap for sustainability」

https://www.unenvironment.org/resources/report/single-use-plastics-roadmap-sustainability
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海洋プラスチックごみ対策

～ 社会ができること ～

5つのキーアクション



・SDGs：14.1 （国連サミット）
２025年までに、海洋ごみなどあらゆる種類の海洋汚染を防止し、大幅に削減する

・大阪ブルー・オーシャン・ビジョン （G20大阪サミット2019）

２０５０年までに、海洋プラスチックごみによる追加的な汚染をゼロにまで削減する

・プラスチック資源循環戦略

（2）④代替イノベーション の推進

・海洋プラスチックごみ対策アクションプラン

（5）代替素材の開発・転換 等のイノベーション

・CLOMA VISION （クリーン・オーシャン・マテリアル・アライアンス）
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引用：クリーン・オーシャン・マテリアル・アライアンス 「CLOMA VISION」
https://cloma.net/wp-content/themes/twentyseventeen-child/data/CLOMA_VISION_summary_j.pdf



使う量を減らす

繰り返し使う

資源ごみにする

素材を代える
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海洋プラスチックごみ対策

～ 素材ができること ～

環境にやさしい素材をつかおう



木材パルプ

つくる

セルロース

植物細胞の主成分

バイオマス （食糧でない）

サステナブル （栽培してつくれる）

カーボンニュートラル （CO2の増加を抑える）

リサイクル性 （分別・回収して再利用できる）

生分解性 （環境を汚染しない）
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木材パルプ

日用品

雑誌

つくる つかう

もどすかえる

飲料容器

ダンボール

水中生分解（淡水・海水）

セルロース

主成分

土中生分解（土壌・たい肥）

（容器包装リサイクル法）
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海洋プラスチックごみ対策

～ オーミケンシの研究開発 ～

生分解性・植物由来・ナノテク素材 !



第12回 エコプロダクツ大賞・優秀賞

古紙再生によるマテリアルリサイクル

“折り鶴レーヨン”

平成28年度 セルロース学会・技術賞

アルカリ溶解・再生技術の実用化

世界初の可食セルロース

“ぷるんちゃん”シリーズ
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◎ バイオマス100％

◎ 生分解性

◎ リサイクル性

◎ 機能性（便利さ） ナノセルロース複合層

紙基材

ナノセルロース
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海洋分解性

製品化

リサイクル性

ナノセルロース

古紙・回収再生

繊維

包装材料

海洋

ナノ複合紙

ISO・認証・実地

既存システムを利用

ワンウェイ用途
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バイオマス

生分解

素材化

製品化マテリアルリサイクル

ナノセルロース

古紙

容器・包装材料

カーボンサイクル

（ニュートラル）

サーマルリカバリー

土壌

海洋

資源化
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〈14.1〉

2025年までに、海洋堆積物や富栄養化を含む、

特に陸上活動による汚染など、あらゆる種類の

海洋汚染を防止し、大幅に削減する

〈9.4〉

2030年までに、資源利用効率の向上と

クリーン技術及び環境に配慮した技術

産業プロセスの導入拡大を通じた

インフラ改良や産業改善により、

持続可能性を向上させる

〈15.2〉

2020年までに、あらゆる種類の

森林の持続可能な経営の実施を促進し、

森林減少を阻止し、劣化した森林を回復し、

世界全体で新規植林及び再植林を

大幅に増加させる

〈12.2〉

2030年までに天然資源の持続可能な管理

及び効率的な利用を達成する

〈12.4〉

2030年までに、廃棄物の発生防止、

削減、再生利用及び再利用により、

廃棄物の発生を大幅に削減する

Copyright © 2021 Omikenshi.Co.,Ltd. All Rights Reserved.



ナノテクノロジー

環境汚染防止

で
ワンウェイ製品

ナノ複合紙
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ご意見・お問い合わせ

https://omikenshi.co.jp/contact/
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